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sc22371
テキストボックス
放水銃

sc22371
楕円

sc22371
画像

sc22371
テキストボックス
（参考）正常な放水銃使用の様子

sc22371
楕円

sc22371
画像

sc22371
折れ線

sc22371
折れ線

sc22371
スタンプ

sc22371
画像

sc22371
楕円

sc22371
テキストボックス
【別添１】豊平館連結送水管の修繕場所

sc22371
スタンプ

sc22371
線

sc22371
テキストボックス
連結送水口のあった地中部（配管末端が開放状態）

sc22371
テキストボックス
放水銃

sc22371
テキストボックス
放水銃

sc22371
楕円

sc22371
引き出し線
【修繕部位】連結送水管送水口
（末端で配管に孔があいている状態なので、放水銃の放水圧力が不足している状態）

sc22371
テキストボックス
放水銃
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sc22371
テキストボックス
元々の状態

sc22371
テキストボックス
【別添２】現状写真




sc22371
テキストボックス
穴の中の状態は次ページ写真

sc22371
線

sc22371
テキストボックス
現状は写真のようにカラーコーンで周囲を囲ってる。
掘削は、この穴の周囲について
縦２ｍ×横２ｍ×深さ１ｍ程度の想定
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sc22371
テキストボックス
配管の中に異物が入らぬように、現状では金属缶を上から被せている。

sc22371
テキストボックス
穴内部の状態
配管が外れた部分の改修を行う。


